
 

 
 ※

「
国
の

研
究
開

発
評

価
に
関

す
る

大
綱
的

指
針
」

等
に

基
づ
き

、
科

学
技
術

・
学
術

審
議

会
等
に

お
い

て
評
価

が
行
わ

れ
て

い
る

た
め
、
当
該
評
価
を
も
っ
て
事
前
評
価
書
に
代
え
る
こ
と
と
す
る
。

 

 

 
研
究
振
興
局
参
事
官
（
情
報
担
当
）
（
下
間
 
康
行
）

 

 

 
  

 
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
 
研
究
計
画
・
評
価
分
科
会

 

 

 
 別
添
参
照
 

 

 
○
達
成
目
標
 

ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
利
活
用
の
た
め
の
研
究
開
発
を

実
施
し
、
必
要
な
技
術
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
。
 

 

○
成
果
指
標
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
 

安
全
か
つ
豊
か
で
質
の
高
い
生
活
の
実
現
や
新
た
な
知
の
創
造
、
新
産
業
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
貢
献

す
る
。
 

 ○
活
動
指
標
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
 

・
異
分
野
の

膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
意
味
あ
る
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
か
つ
自
動
的

に
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開

発
を
産
学

官

連
携
に
よ
り
進
め
、
20
17

年
度
ま
で
に
試
行
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
・
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ

を
有
す
る
各
分
野
及
び
情
報
・
統
計
分
野
の
専
門

知
識
を
有
し
、
分
析
結
果
か
ら

 新
た
な
知
見
を
得
ら
れ
る
人
材
の
育
成
手

法

を
確
立
。
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
本
施
策
で
約

20
0
人
の
中
核
的
な
人
材
を
育
成
す
る

。 

・
情
報
基
盤

の
超
低
消
費
電
力
化
、
耐
災
害
性
強
化

、
高
機
能
化
に
資
す
る
、
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
材
料
・
デ
バ
イ
ス
基
盤
技

術

や
高
機
能

高
可
用
性
ス
ト
レ
ー
ジ
基
盤
技
術
を
確
立
す
る
。

●
目
標

 

●
関
係
局

課
（

課
長

名
） 

●
審
議
会

等
メ

ン
バ

ー
 

●
審
議
会

等
名

称
 

●
主
管
課
（

課
長

名
） 

【
施
策
目

標
１

０
－

２
】
 

未
来

社
会

実
現

の
た

め
の

IC
T基

盤
技
術

の
研
究

開
発

（
拡

充
）

 
平
成

26
年
度
要
求
額
：

1,
67

6百
万
円

 



科
学
技

術
・
学
術
審
議
会
研
究
計
画

・
評
価
分
科
会
 
情
報
科

学
技
術
委
員
会
委
員

 

   

敬
称

略
、
５

０
音
順
   

主
査
 
 
 
有
 
川
 
節
 
夫
 
 
九
州
大
学
総
長

 

伊
 
藤
 
公
 
平
 
 
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
教
授

 

岩
 
野
 
和
 
生
 
 
科
学
技
術
振
興
機
構
研
究
開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

 

上
席
フ
ェ
ロ
ー

 

宇
 
川
 
 
 
彰
 
 
筑
波
大
学
数
理
物
質
系
教
授

 

碓
 
井
 
照
 
子
 
 
奈
良
大
学
名
誉
教
授

 

押
 
山
 
 
 
淳
 
 
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授

 

笠
 
原
 
博
 
徳
 
 
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
教
授

 

主
査
代
理
 
喜
連
川
 
 
 
優
 
 
国
立
情
報
学
研
究
所
長
／
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
 

國
 
井
 
秀
 
子
 
 
芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授

 

五
條
堀
 
 
 
孝
 
 
国
立
遺
伝
学
研
究
所
副
所
長

 
 

辻
 

 
 

ゆ
か

り
 

 
西
日

本
電

信
電

話
株

式
会

社
技

術
革

新
部

研
究

開
発

 
セ

ン
タ

開
発
戦
略
担
当
部
長

 

中
小
路
 
久
美
代
 
 
京
都
大
学
学
際
融
合
教
育
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
特
定
教

 

授
／
株
式
会
社

S
R
A
先
端
技
術
研
究
所
長
 

樋
 
口
 
知
 
之
 
 
統
計
数
理
研
究
所
長

 

松
 
岡
 
茂
 
登
 
 
大
阪
大
学
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
教
授

 

宮
 
内
 
淑
 
子
 
 
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ィ
ッ
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

 

宮
 
地
 
充
 
子
 
 
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
情
報
科
学
研
究
科
教

 

授
 

 

村
 
岡
 
裕
 
明
 
 
東
北
大
学
電
気
通
信
研
究
所
教
授

 

村
 
上
 
和
 
彰
 
 
九
州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
教
授

 

安
 
浦
 
寛
 
人
 
 
九
州
大
学
理
事
・
副
学
長

 

 
 
 
 
 
矢
 
野
 
和
 
男
 
 
株
式
会
社
日
立
製
作
所
中
央
研
究
所
主
管
研
究
長

 

  

（
平
成
2
5
年
8
月
現
在

）
 



事
前

評
価
票
 

（
平

成
2
5
年

8
月
現

在
）
 

課
題
名
 
未
来
社
会

実
現
の
た
め
の

I
C
T
基
盤
技
術
の
研
究
開
発

 

１
．
開
発
・
事
業
期

間
 
平
成
２
６
年
度
～
 

２
．
課
題
概
要
 

安
倍
政
権
は
、
「
世
界
最
高
水
準
の

I
T
利
活

用
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
I
C
T
に
関
す
る
技
術
開

発
や
基

盤
構
築
、
人
材
育
成

等
に

関
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は

次
元
の
異
な
る
取
組
を
推

進
し
て
い
る
。
文
部
科
学

省
と
し

て
も
、
産
学
官
連
携

及
び

各
省
の
役
割
分
担
の
も
と

に
、
政
府
の
方
針
に
従
っ

て
、
あ
る
べ
き
未
来
社
会

の
実
現

に
必
要
な

I
C
T
基
盤

技
術
の
確
立
に
向
け
て
必
要
な
研
究
開
発
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。
 

具
体
的
に
は
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用
、
情
報
デ
バ
イ
ス
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
革
新
に
よ
る
未
来
社
会

、
即
ち
 

・
革
新
的
な
新
産

業
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
及
び
全
産
業
の
成
長
を
促
進
す
る
社
会
 

・
健
康
で
安
心
し

て
快
適
に
生
活
で
き
る
、
世
界
一
安
全
で
災
害
に
強
い
社
会
 

の
実
現
に
向
け
て
、

以
下
の
取
組
を
実
施
す
る
。
 

 ２
－
１
 
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
利
活
用
の
た
め
の
研
究
開
発
・
環
境
構
築
 

（
１
）
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
利
活
用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
 
 

異
分
野
の
膨

大
な
デ
ー
タ

か
ら
意
味
あ
る
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
か
つ
自
動
的

に
処
理
す
る
シ
ス

テ
ム
の

研
究
開
発
を

、
産
学
官
連
携
に
よ
り
進
め

、
2
0
1
7
年
度
ま
で
に
施
行
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を

実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
も
十
分
に
配
慮
さ
れ

た
安
全
か
つ
豊
か

で
質
の

高
い
生
活
の

実
現
や
新
た
な
知
の
創
造
、
新
産
業
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
貢
献
す
る
。
 

 （
２
）
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
利
活
用
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
 

ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
有
す
る

各
分
野
及
び
情
報
・
統
計

分
野
の
専
門
知
識
を
有
し

、
分
析
結
果
か
ら

新
た
な

知
見
を
得
ら

れ
る
人
材
の

育
成
手
法
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

利
活
用
人
材
育
成

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
。
 

 ２
－
２
 
情
報
シ
ス

テ
ム
を
支
え
る
革
新
的
技
術
開
発
・
実
用
化
 

（
１
）
社
会
シ
ス
テ

ム
・
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
の
た
め
の

I
T
 
統
合
シ
ス
テ
ム
の
構
築
 

 
 
 
 
 
社
会
の
様
々

な
課
題
達
成
に
資
す
る
た
め
、
実
社
会
情
報
を
集
約
し
、
課
題
達
成
に
最
適
な
解
や
行

動
を
導
 

き
出
し
、
実
社
会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
高
度
に
連
携
・
統
合
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た

め
の
研

究
開
発
を
実

施
す
る
。
 

 ２
－
３
 
新
た
な
情

報
デ

バ
イ
ス
作
成
・
設
計
技
術

確
立
に
よ
る
超
低
消
費
電

力
化
、
耐
災
害
性
強
化
、

高
機
能

化
 

（
１
）
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
を
支
え
る
情
報
基
盤
強
化
の
た
め
の
新
技
術
開
発
 

 
 
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン
を
支
え
る
情
報
基

盤
の
超
低
消
費
電
力
化
、

耐
災
害
性
強
化
、
高
機
能

化
等
、

被
災
し
た
東
北

地
方
の
復
興
に
も
貢
献
す
る
新
技
術
開
発
を
産
学
連
携
に
よ
り
実
施
す
る
。
 

 
 
①
耐
災
害
性
に

優
れ

た
安
全
・
安
心
社
会
の
た

め
の
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス

材
料
・
デ
バ
イ
ス
基
盤
技

術
の
研

究
開
発
 

現
在
よ
り

も
2
桁
以
上
低
い
極
低
エ
ネ

ル
ギ
ー
情
報
デ
バ
イ
ス
を
作
成
し
、
論
理
集
積
回
路
へ
応
用
可

能
な
ス
ピ

ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
確
立
す
る
。
 

 
 

 
 



②
高
機
能
高
可

用
性
ス
ト
レ
ー
ジ
基
盤
技
術
の
開
発
 

広
域
被
災

時
で
も
情
報
を

喪
失
し
な
い
耐
災
害
性
に

優
れ
た
ス
ト
レ
ー
ジ
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を

進
め
、

ス
ト
レ
ー

ジ
間
通
信
経
路
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
動
的
に
制
御
し
、
高
速
転
送
す
る
技
術
等
を
確

立
す
る
。
 

 ※
以
下
の
背
景
に
よ

る
事
業
ス
キ
ー
ム
の
変
更
に
伴
い
、
平
成

2
6
年
度
よ
り
、
「
次
世
代

I
T
基
盤
構
築

の
研
究

開
発
」
か
ら
「
未

来
社
会
実
現
の
た
め
の

I
C
T
基
盤
技
術
の
研
究
開
発
」
へ
名
称
を
変
更
し
た
。
 

○
文
部
科
学
省
は
平

成
1
7
年
度
か
ら
「
次
世
代

I
T
基
盤
構
築
の
た
め
の
研
究
開
発
」
を
開
始
し
、
国
が

戦
略
的

な
観
点
か
ら
 
I
T
分
野
の

技
術
的
課
題
解
決
の
た
め

基
礎
研
究
か
ら
応
用
研
究

ま
で
の
橋
渡
し
を
行
う
研

究
開

発
を
行
い
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
 

○
安
倍
政
権
が
目
指

し
て
い
る
「
世
界
最
高
水
準
の

I
T
利
活
用
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で

の
I
T
分

野
の
技
術
的
課
題

解
決
に

主
導
を
お
い
た
研
究
開
発

か
ら
、
課
題
解
決
の
た
め

の
技
術
を
確
立
す
る
だ
け

で
な

く
、
あ
る
べ
き
未

来
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
必
要

な
技
術
の
実
用
化
を
見
据

え
た
研
究
開
発
へ
と
本

事
業
の

在
り
方
を
大
き
く

シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
構
想
段
階
か
ら
実
用
化
を

見
据
え
、

各
省
の
役
割
分
担

の
も
と

、
経
産
省
、
総
務
省
、
国

土
交
通
省
等
の
関
係
府
省

や
社
会
実
装
を
担
う
民

間
企
業

と
密
に
連
携
し
、

基
礎
研
究
か
ら
実
用
化
ま
で
一
気
通
貫
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

 ※
「
社
会
シ
ス
テ
ム

・
サ

ー
ビ
ス
の
最
適
化
の
た
め

の
I
T
 
統
合
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」
と
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創

出
を
支
え
る
情
報

基
盤
強
化
の
た
め
の
新
技
術
開
発
」
は
既
に
平
成

2
3
年
度
に
研
究
開
発
課
題
の
事
前

評
価
を

実
施
し
た
継
続
事

業
で
あ

り
、
今
回
の
事
前
評
価
の

対
象
で
は
な
い
た
め
、
以

下
の
各
観
点
か
ら
の
評

価
は
行

っ
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
の

継
続
事
業
に
つ
い
て
も
、

今
回
の
事
業
ス
キ
ー
ム
の

変
更
に
伴
い
、
今
後
、

確
立
し

た
技
術
の
実
用
化

を
促
進
す
る
観
点
か
ら
取
組
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
な
る
。
 

 ３
．
各
観
点
か
ら
の

評
価
 

（
１
）
必
要
性
 

本
事
業
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
こ
と
か
ら
十
分
な
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
 

 ＜
総
論
＞
 

・
情
報
科
学
技
術

の
進
展

は
、
科
学
、
工
学
、
産
業

な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
局

面
で
重
要
で
あ
り
、
本

事
業
の

必
要
性
は
高
く

、
社
会
お

よ
び
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
や
、
安
全
・
安

心
な
社
会
の
構
築
に

向
け

て

も
情
報
科
学
技

術
は
中
核
と
な
る
技
術
で
あ
り
、
I
C
T
基
盤
技
術
の
研
究
開
発
は
不
可
欠
で
あ
る
。
 

・
本
事
業
で
提
示

し
て
い

る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
情
報

デ
バ
イ
ス
、
情
報
シ
ス
テ

ム
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

、
現
時

点
の
社
会
的
方

向
性
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
分
野
へ
の
戦
略
投
資
は
時
宜
に
か
な
っ
た
施
策
で
あ
る
。

科
学
的
・
技
術

的
意
義
も

高
く
、
各
国
が
取
り
組
ん

で
い
る
課
題
で
あ
り
、
技

術
の
発
展
の
速
度
や

世
界

的

な
流
れ
を
考
え

る
と
本
事
業
の
緊
急
性
は
高
く
、
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

 

・
次
の

1
0
年
の
社
会
（
民

主
主
義
や
国
家
お

よ
び
個
人
の
在
り
方
）
に
関
わ
る
本
質
的
な
技
術
の
開
発
の
方
向

性
は
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
国
の
発
展
や
存
立
に
も
影
響
す
る
施
策
と
し
て
、
本
事
業
の
必
要
性
は

高
い
。
 

・
文
部
科
学
省
に

お
い
て

「
基
礎
研
究
か
ら
実
用
化

ま
で
一
気
通
貫
の
実
施
体

制
の
構
築
」
を
図
る
こ

と
は
、

非
常
に
意
義
深

く
必
要
性

が
高
い
。
他
省
庁
や
民
間

企
業
と
密
に
連
携
し
、
基

礎
研
究
か
ら
実
用
化

ま
で

一

気
通
貫
の
研
究
の
各
段
階

に
お
い
て

、
橋
渡
し
を
含

め
た
実
施
体
制
の
構
築
を

よ
り
意
識
し
た
プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
運
営
が
期
待

さ
れ
る
。
 

・
従
来
の
「
次
世
代

I
T
基

盤
構
築
の
た
め
の
研

究
開
発
」
に
お
け
る
技
術
主
導
型
研
究
開
発
か
ら
、
今
回
の
「
未

来
社
会
実
現
の

た
め
の

I
C
T
基
盤
技
術
の
研

究
開
発
」
に
お
け
る
社
会
主
導
型
研
究
開
発
に
シ
フ
ト
し
た
こ

と
は
合
理
的
で

あ
る
。
 

 ＜
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利

活
用
＞
 



・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

研
究
は

世
界
的
に
大
き
な
潮
流
と

な
っ
て
お
り
、
遅
れ
る
こ

と
な
く
施
策
を
打
つ
こ

と
は
極

め
て
時
節
に
あ

っ
て
お
り
必
須
な
取
組
で
あ
る
。
 

・
文
部
科
学
省
が

中
心
と

な
る
べ
き
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
と
り
わ
け
そ
の

意
義
と
必
要
性
は
明
白

で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
は
、
民
間
の
多
く
の

業
種
に
お
い
て
利
活
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
他
省

庁
で

も

同
様
の
ケ
ー
ス

が
多
い
状

況
で
あ
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
利
活
用
の
た
め
の
人

材
育
成
に
継
続
的
に

取
組

ん

で
い
く
必
要
が

あ
る
。
 

・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
関
す

る
研
究
開
発
は
、
コ
モ
デ

ィ
テ
ィ
化
し
た
分
野
の
工

業
面
に
お
い
て
競
争
力

を
失
な

い
つ
つ
あ
る
旧

来
型
の
我
が
国
の
情
報
産
業
力
に
、
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

。
 

 （
２
）
有
効
性
 

本
事
業
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
こ
と
か
ら
十
分
な
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
。
 

 ＜
総
論
＞
 

・
単
に
情
報
科
学

技
術
だ

け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
科

学
技
術
分
野
や
社
会
シ
ス

テ
ム
構
築
に
大
き
く
貢

献
す
る

事
が
可
能
な
事

業
で
あ
る
 

 

＜
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利

活
用
＞
 

・
本
事
業
に
お
い

て
、
大

学
等
の
研
究
機
関
に
よ
り

開
発
さ
れ
た
多
様
な
技
術

を
、
広
く
企
業
に
も
利

用
可
能

と
な
る
よ
う
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
の
育
成
、
実
用
化
・
事
業
化
へ
の
貢
献
に
も
資
す
る
。
 

・
「
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
利
活

用
の
た
め
の
研
究
開
発
や

環
境
構
築
」
に
つ
い
て
は

、
す
で
に
フ
ィ
ー
ジ
ビ

リ
テ
ィ

ス
タ
デ
ィ
が
行

わ
れ
て
お

り
、
各
研
究
事
業
の
有
効

性
は
よ
く
考
慮
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
実

用
化

・

事
業

化
へ

の
貢

献
等

に
つ

い
て

は
他

省
と

の
連

携
に

よ
っ

て
有

効
性

が
さ

ら
に

高
め

ら
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
。
 

・
本
事
業
は
人
材

の
育
成

に
も
貢
献
で
き
、
意
義
が

あ
る
と
言
え
る
。
大
学
や

研
究
機
関
に
お
け
る
本

事
業
に

関
連
す
る
事
業

に
対
す
る
理
解
と
協
力
が
、
そ
の
有
効
性
を
最
大
化
す
る
上
で
も
必
須
と
考
え
ら
れ

る
。
 

 

（
３
）
効
率
性
 

本
事
業
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
こ
と
か
ら
十
分
な
効
率
性
が
認
め
ら
れ
る
。
 

 ＜
総
論
＞
 

・
常
に
実
用
化
を

見
据
え

た
戦
略
研
究
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
国
費
を
投
入

す
る
際
に
は
重
要
で
あ

る
が
、

本
事
業
の
方
向

性
に
お
い

て
、
「
魔
の
川
」
と
「
死

の
谷
」
を
乗
り
越
え
る
視

点
を
し
っ
か
り
と
持

っ
て

い

る
点
が
高
く
評

価
さ
れ
る
。
 

・
産
学
連
携
に
よ

る
大
学

の
研
究
力
の
強
化
を
図
る

施
策
や
産
業
化
な
ど
の
実

用
化
部
分
を
職
掌
す
る

他
省
庁

と
の
有
機
的
な

連
携
に
よ

り
、
効
率
的
な
研
究
資
金

の
投
入
や
効
果
的
な
予
算

配
分
が
可
能
に
な
り

研
究

開

発
の
加
速
が
期

待
で
き
る
。
 

 ＜
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利

活
用
＞
 

・
社
会
主
導
型
と

す
る
こ

と
に
よ
り
国
民
目
線
の
開

発
成
果
を
創
出
す
る
方
向

に
研
究
者
の
意
識
を
転

換
さ
せ

る
効
果
が
あ
り

、
そ
の
点

で
も
極
め
て
見
え
や
す
い

・
国
民
に
理
解
さ
れ
や
す

い
効
果
が
生
ま
れ
る

こ
と

が

期
待
さ
れ
る
。
 

・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
関
し

て
、
第
４
の
科
学
を
対
象

と
し
た
大
き
な
潮
流
へ
の

研
究
を
集
中
的
に
推
進

す
る
こ

と
は
、
規
模
が

大
き
な
研

究
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
活
用
の
た
め
の
研
究
開

発
や
環
境
構
築
に
よ

る
プ

ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
構
築
に

よ
り
、
大
き
な
効
率
化
が

達
成
さ
れ
、
極
め
て
妥
当

で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ

が

多
様
な
分
野
に

わ
た
っ
て

産
出
さ
れ
て
き
て
い
る
現

状
、
そ
の
現
実
を
強
く
意

識
す
る
こ
と
に
よ
り

、
さ

ま



ざ
ま
な
観
点
で

の
効
率
性
が
よ
り
よ
く
担
保
さ
れ
る
と
考
え
る
。
 

・
異
分
野
間
の
知

見
や
技

術
の
移
転
・
展
開
を
担
う

の
は
広
い
視
野
を
持
っ
た

科
学
者
・
技
術
者
で
あ

り
、
人

材
を
育
て
る
仕

組
み
が
重
要
で
あ
り
、
技
術
開
発
と
人
材
育
成
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
は
妥
当
で
あ

る
。
 

 
 

４
．
総
合
評
価
 

大
量

の
デ

ー
タ

に
対

処
す

る
技

術
や

人
材

の
育

成
（

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

利
活

用
の

た
め

の
研

究
開

発
や

環
境

構

築
）
、
は
、
重
要
か
つ
時
宜
を
得
た
課
題
で
あ
り
、
科
学
的
・
技
術
的
意
義
の
面
か
ら
の
必
要
性
、
新
し
い
知
の

創
出
へ
の
貢
献
、
研

究
開
発
の
質
の
向
上
へ
の
貢
献
、
人
材
の
育
成
、
知
的
基
盤
の
整
備
等
の
面
か
ら
意
義
が
高

い
こ
と
か
ら
、
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
 

な
お
、
研
究
開
発

の
実
施
に
あ
た
り
、
以
下
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 ＜
事
業
運
営
＞
 

・
他
省
庁
及
び
民
間
企
業
と
の
密
な
連
携
、
基

礎
研
究
か
ら
実
用
化
ま
で
一
気
通
貫
の
実
施
体
制
の
構
築
を
よ

り
意
識
す
る
中
で
、
基
礎
研
究
か
ら
応
用
研

究
ま
で
の
橋
渡
し
を
行
う
文
部
科
学
省
と
し
て
の
役
割

を
十
分

に
考
慮
し
つ
つ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 

＜
事
業
方
針
＞
 

・
個
人
情
報
の
保

護
と
利

活
用
の
両
面
を
検
証
し
、

望
ま
し
い
あ
り
方
を
検
討

す
る
こ
と
も
含
め
て
、

技
術
開

発
と
並
行
し
て
、
進
展
を
続
け
る

I
C
T
が
作

る
未
来
社
会
を
見
据
え
た
社
会
制
度
（
倫
理
、
法
規
制

、
標
準

化
）
の
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
技
術
と
制
度
の

c
o
-
d
e
s
i
g
n
の
視
点
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
 

・
中
間
評
価
等
に

お
い
て

事
業
の
進
捗
状
況
や
各
国

の
動
向
な
ど
の
外
部
情
報

を
み
な
が
ら
公
正
な
評

価
を
行

い
、
評
価
結
果

に
合
わ
せ

て
当
初
計
画
の
変
更
な
ど

臨
機
応
変
な
対
応
を
し
て

い
く
た
め
に
、
民
間

で
広

く

一
般
的
に
用
い

ら
れ
て
い
る

S
W
O
T
分
析
を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
強
み
・
弱
み
、
必
要
性
な
ど
、

現
状
よ
り
も
分

析
的
な
評
価
を
実
施
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 ＜
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

利
活
用
＞
 

・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
利
活

用
の
段
階
は
大
ま
か
に
（

１
）
可
視
化
、
（
２
）
関

係
性
の
抽
出
、
（
３
）

予
測
モ

デ
ル
の
構
成
、

（
４
）
プ

ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
（
運
用
保

守
）
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

４
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に

分
け

ら

れ
る
。
多
く
の

機
関
、
企

業
で
は
（
２
）
ま
で
と
な

っ
て
い
る
が
、
直
接
的
な

成
果
に
つ
な
げ
る
た

め
に

は

（
３
）
、
（
４

）
の
段
階
ま
で
利
活
用
で
き
る
技
術
開
発
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
 

・
平
成

2
6
年
度
以
降
の
本
格
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
と
す
る
デ
ー
タ
や
達
成
す
る
シ
ス
テ
ム
機
能

を
明
確

化
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

具
体
的
に
設
定
し
て
実
施

し
、
実
用
に
耐
え
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
そ
の

た
め

に

必
要
な

I
C
T
と

し
て
の
技
術
開
発
の
両
面
を
実
現
す
る
よ
う
な
課
題
設
定
が
必
要
で
あ
る
。
 

・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
は
国

境
が
な
く
、
研
究
開
発
結

果
が
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
に
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

、
国
際

標
準
を
見
据
え

て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 
  



 


